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１  太田ステージ評価って…？ 

 ・子どもの発達段階を捉えやすくするために、いくつかの発達の節目を捉えてステージ分けしたもの。 

 ・子どもの発達を理解することで、個に応じた働きかけをするためにも行うもの。 

 ・言葉の表出を必要としない評価法で、言葉のない子どもにも実施が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  各ステージとその認知的特徴 

ステージ 定義 おおよその認知発達年齢 

ＳtageⅠ シンボル機能がまだ認められない段階 ～１歳半 

ＳtageⅡ シンボル機能の芽生えの段階 １歳半～２歳程度 

ＳtageⅢ－１ シンボル機能がはっきりと認められる段階 ２歳半前後 

ＳtageⅢ－２ 概念形成の芽生えの段階 ３～４，５歳 

ＳtageⅣ 基本的な関係の概念が形成された段階 ４，５歳～７，８歳程度 

ＳtageⅤ以上 具体的操作期以降の段階 ７，８歳以上 

 

 

   

・シンボル機能の発達段階がわかる 

・子どもの行動の意味（背景）が理解できる 

・療育的な働きかけの手立てがわかる  ※適切な目標設定、課題選択、個別プログラムの立案ができる 

・客観性がある 

・短時間（数分）で評価できる ※他のアセスメントと比較し実施しやすい 

・子どもの療育に関わる人たちが共通の基盤に立って働きかけの適切性を検討できる 

※シンボル機能とは…？ 

→シンボルはある具体的な事象を別のもの（言葉、身振り、絵など）で代表したもので、シンボ

ル機能はシンボルを使いこなす能力のこと。別のもの（言葉、身振り、絵など）を使用してお

およそ同じものをイメージできる能力だよ。 



2 
 

３  各ステージの発達段階概要 

 

 

■特徴 

・生まれて間もなく～定型発達の１歳半くらい（まだ言葉の出ていない乳幼児期相当）。 

 ・体全体の感覚や動きの感じで世界を捉えている。 

  →物を口に入れたり、振ったり、叩いてみたりして認識。 

  ⇒おもちゃを機能通りに扱った遊びは少なく、ほとんどが感覚刺激的な遊びになる。 

   （例）ミニカーのドアをカチカチさせたり車輪だけを回す。紐をヒラヒラさせたり、水を流して遊ぶ。 

       ピョンピョン跳ねる、クルクル回る。 

 ・物に名前があることに気づいていない段階。 

 ・ほとんど喋らず、模倣、指さし、おもちゃ遊びが難しい。 

 ・言葉かけへの反応は乏しく、視線が合わない。 

 ・機嫌が突然悪くなったり、空笑い等の情動の不安定さが目立つ。 

・パニック、自傷行為。 

・睡眠や食事等の生活リズムの崩れやすさがある。 

■療育目標 

身近な人との安定した関係を育む 

  （例）ボール遊び、追いかけっこ、くすぐり遊び、人間ブランコ 

 人や物への意欲を持ち、要求が出せる 

  （例）子どもが喜ぶ楽しい遊びに区切りをつけ要求を待つ、指さした物の方を一緒に見る 

おもちゃや身のまわりの物に興味を持つ 

 （例）玉転がし等感覚おもちゃで遊ぶ 

模倣をする 

♫ ♫ （例） 結んでひらいて などの手遊び、リトミックへの参加 

物に名前があることに気づく 

（例）絵本や写真等を見ながら言葉をかけて理解を促す、絵に身振りを添える 

言葉かけで日常場面の行動がとれる 

（例）その場面で「食事だよ」「靴履いて」など声をかける 

外の世界との分化 

 （例)早寝・早起き、３食の食事、排泄リズム、適度な運動 

 身辺処理のスキルを身につける 

初歩的な家事スキルを身につける（学童以上） 

ＳｔａｇｅⅠ 
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【ＳｔａｇｅⅡ】 

 

■特徴 

・定型発達の１歳半～２歳くらいに相当。 

 ・シンボル機能の芽生えの段階。 

 ・物に名前があることがわかり始め、単語やオウム返しが見られる（本来の言葉の獲得には至ってはいない）。 

 ・過去の体験の記憶から“こうなるはず”とわかってくるため、こだわりが強くなることがある。 

 ・人への関心が芽生えてきて、友だちのやっていることを見るようになる。 

 ・人の気を引くための他害もみられる場合もある。 

 ・言葉や指さし等の複数の手段を用いて要求を伝えることができるようになる。 

 ・離れた指さしが使えるようになる。 

 ・おもちゃの機能に沿った遊びが見られるようになる。 

 ・興味の狭さや儀式的な行動等も見られるようになる。 

 

 

■療育目標 

物に名前があることを理解する 

  （例）「自動車行っちゃったね」等、物にまつわる様々なことを言って聞かせる 

 模倣ややりとり遊びをする 

  （例）絵本の絵を示しながらその中の動作をし、子どもに真似をしてもらう（「カニさんだねー、ちょきちょき」等） 

遊びや興味の範囲を広げる 

 （例）ごっこ遊びに近づける、見立て遊び 

身近な大人や子どもとのコミュニケーションを広げる 

言葉かけだけで日常生活の行動がとれる 

（例）「～持ってきて」等言葉の指示でお手伝いをさせる 

身辺処理のスキルを確実にし、よい生活習慣を確立する 

（例）服を一人で着られるようにする、食事をこぼさず食べられるようにする 

家事のスキルを身につける 

 （例)服をたたむ、テーブルを拭く、配膳 
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【ＳｔａｇｅⅢ-１】 

■特徴 

・定型発達の２歳半前後に相当。 

 ・シンボル機能がはっきりと認められる段階（物に名前があることがはっきりとわかるようになった段階）。 

 ・基本的な比較の概念はまだできておらず、思考の柔軟性に欠ける。 

 ・自閉症らしいこだわりが最もはっきりとみられる段階。 

  →経験に沿ったパターン通り思い描いた順番通りに物事が進めば安定するが、その通りにいかないと混乱し

てパニックを起こしやすい。 

  ⇒療育者は子どものパターン行動を認めつつ、徐々にそのパターンを崩していくことが求められる。 

 ・正しい２つの物を取って関係づけることはできない。 

 ・言葉で行動をコントロールすることはまだ難しい。 

 ・集団生活で模倣したり、生活の流れに沿ったりができるが、参加は興味に強く左右される可能性がある。 

 ・文字、数に関心を持ちはじめる。 

 ・目を合わせる際の不自然さと乏しさ、表情の硬さがみられる。 

 ・本人なりの頑固な興味や楽しみがあるが、周りと共有できない行動が目立つ。 

 ・大部分の子どもは言葉をもつようになり、かなりの数の単語や表現を覚え、２語文で話すようになる。 

 ・難しかったり、分からなかったり、面倒だったりするとオウム返しになることがある。 

 

■療育目標 

言葉の世界を豊かにする 

  （例）簡単な絵本を読み聞かせそこに出てくる単語や場面をもとに理解を促す、簡単なままごと遊び 

 物と物との概念を理解する 

  （例）「大きい/小さい」「はやい/おそい」等の比較言葉を会話に取り入れる、数と物を対応させる、仲間集め 

簡単な２語文や言葉のやり取りができる 

子どもを含めた対人関係を広げる 

（例）簡単なゲームを通して遊びのルールに気づかせ“友だちと一緒”を楽しませる 

事前の声かけで納得し、行動を調整できる 

身辺のことを自立的にできる 

（例）家事の手伝いをさせる 

初歩的な社会的スキルを身につける 

（例）自動販売機での操作を身につけさせる、食事中に立ち歩かない、公共機関等での基本的マナー 
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【ＳｔａｇｅⅢ-２】 

■特徴 

・定型発達の３～４歳程度に相当。 

 ・シンボル機能がはっきりと認められる段階（物に名前があることがはっきりとわかるようになった段階）。 

 ・概念形成の芽生えの段階。 

 ・一つひとつの物の名前だけでなく、大小比較など基本的な概念がわかってきている。 

 ・子どもの多くは文字を理解し、読み書きができるようになる。 

  （ほとんどの子どもが３語文以上の言葉をもつようになるが、要求は単語になってしまうこともある。） 

 ・会話は興味本位な一方的な内容に偏りがちではあるが、簡単なやり取りができ、対人関係における希薄さは

少なくなる。 

 ・「どうして？」「どうなる？」の質問には答えられないことが多い。 

 ・独特な言葉のこだわりや同じ内容を何度も繰り返す質問癖などが目立ってくる。 

 ・集団参加もよくなり、待つ、挙手するなど基本的なルールに従えるようになる。 

 ・言葉かけへの理解はできるが、意味を文字通りに理解してしまい、周りの状況まで含めての理解は難しい。 

 

 

■療育目標 

学んだことを使って自分でいろいろ考える力をつける 

  （例）言葉遊び（仲間集め、しりとり、逆さ言葉遊び） 

 役割によって言葉が違うことの理解をする 

  （例）「いってらっしゃい/いってきます」などの言葉が使えるよう促す、ごっこ遊び、“僕/私”が使えるよう促す 

数や文字を日常生活で応用する 

（例）食事やおやつの時に数や量などの理解を促す、社会体験の中で数や文字を応用、カレンダーの活用 

子どもを同士での交流を増やし社会体験を広げる 

（例）学童、色鬼、だるまさんが転んだ 

自分の体験を伝える意欲を持つ 

（例）学校からの連絡を言葉で伝えさせる、子どもに体験したことを問いかけ話し合いを楽しむ 

公共場面での行動スキルを身につける 

（例）電車やバス、お店の中での行動を、体験を通して学ばせる 

家族の一員としての自覚を育てる 

（例）家事の手伝い、「何歳ですか？」など自分のことや家族のことについて答えられるようにする 

予定の変更を受け入れられる力をつける 

こだわりの対応を工夫する 
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【ＳｔａｇｅⅣ】 

■特徴 

・定型発達の５～７歳程度に相当。 

 ・物と物を関係づける上下の空間のような基本的な関係の概念は理解している。 

 ・言葉や物事の意味理解はまだ自分の経験や直感に頼ったもの。 

 ・行動や表現などのつじつまが合わなかったり一貫性がなかったりする。 

 ・友だちに対する関心が高くなってきている。 

  →子ども同士での簡単な会話を交わす場面もみられ仲間意識が芽生えてくる。 

  ⇔会話は一方的になりがち、友だちと話し合うことは難しく要所要所で大人の援助が必要。 

 ・「なぜ？」の問いかけにこたえられるようになってくる。 

 ・学習障害、注意の問題、不器用さなど個々の特性が目立ってくる。 

 ・評価に過敏になり、挫折感や尊大感を持つことがある。 

 

 

■療育目標 

子どもの理解を日常生活に生かして普遍性を高める 

  （例）言葉の意味を楽しみながら広げていく（なぞなぞ遊び、ことわざカルタ） 

「あと～分」など日常生活での時刻や時間の理解を促す 

 事柄の関係や因果関係の理解を伸ばす 

  （例）複文での会話を増やす、「どうして？」にこたえられるようにする 

視点や見方を変えて考えられる 

（例）向かい合わせでの左右をわかるようにする（福笑い、すいか割） 

    自分以外の視点から考える経験をさせる（ごっこ遊び、絵本や漫画に登場する人物の気持ちを話し合う） 

 人の気持ちを思いやる 

（例）日常生活で気持ちや様子を表す言葉を話しかける、共感しあう、他者がどう考えていると思うか尋ねる 

自己マネジメントの力を身につける 

（例）「まあいいか」など自分に言い聞かせるのに便利な言葉を話しかける、得意不得意を考えさせる 

社会での適応的な行動を学び日常生活に生かす 

（例）いろいろな場面を想定して適切なふるまいを学ばせる、親から離れて一人で行動する機会を増やす、 

    友だちの輪の中に入る時/出ていく時の声のかけ方を身につけさせる 

自己肯定感を育む 

（例）スポーツを通しチームメイトを応援したり慰められるようにする 

     学校で担当する係活動を自発的にできるように促す、子どもの好きなことを受け止める 
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４  各ＬＤＴ－Ｒを使用した検査の詳細 

 

【ＬＤＴ－Ｒ１ 名称による物の指示】 

 

＜ 方 法 ＞６つの名称を１つずつ言い、それがどれか尋ねる。 

 

            

            

            

            

            

            

 

 

《 注 意 》“自動車”を「ブーブー」等、幼児語に言い換えてはいけない。 

         “自動車”でわからない場合は「車」と聞いてよい（備考欄にその旨を記入）。 

         質問に従わず、勝手に「猫」「ボール」等の名称を言うのは正答とはしない。 

         質問の順番はランダムでよいが、必ず６つ全ての質問を行う。 

 

 

＜操作基準＞▼０～３問 正答の場合  ＳtageⅠ  … 物の名前を理解できない 

▼４問～  正答の場合  ＳtageⅡ以上  … 身のまわりの名詞を理解し始める 

 

 

＜ 評 価 ＞０～３問 正答の場合 

         ▼ほとんど要求手段がない、泣く・不機嫌等から周りが察する 

           ⇒ ＳｔａｇｅⅠ-１  

         ▼単一の要求手段（クレーンないしは物を差し出すのみ）で伝える 
           ⇒ ＳｔａｇｅⅠ-２  
         ▼複数の要求手段（指さし、言葉、身振り等）で伝える 
           ⇒ ＳｔａｇｅⅠ-３  

 

 

 

 

 

「猫はどれですか？」 

「ボールはどれですか？」 

「時計はどれですか？」 

「靴はどれですか？」 

「りんごはどれですか？」 

「自動車はどれですか？」 
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【ＬＤＴ－Ｒ２ 用途による物の指示】 

 

＜ 方 法 ＞６つの用途を１つずつ言い、それがどれか尋ねる。 

             

 

 

 

 

 

 

《 注 意 》乗るものを「乗り物」、飲むものを「飲み物」と言わない。 

         チョキチョキ、ゴクゴク等の動作も添えてはいけない。 

 

＜操作基準＞▼０～３問 正答の場合  ＳtageⅡ  … 身のまわりの名詞を理解し始める 

▼４問～  正答の場合  ＳtageⅢ-１以上  … 身のまわりの名詞や動詞が分かる 

 

 

【ＬＤＴ－Ｒ３ ３つのまるの比較】 

 

＜ 方 法 ＞ 

課題１ 

（１）最小を手で隠して …  「どっちが大きい？」 

（２）最大を手で隠して …  「どっちが大きい？」 

 

課題２ 

      （１）最大を手で隠して …  「どっちが小さい？」 

      （２）最小を手で隠して …  「どっちが小さい？」 

 

 

《 注 意 》質問に従わず、勝手に「大きいの」「小さいの」と指さすのは正答にしない。 

 

＜操作基準＞ 

▼課題１・課題２のすべて正答 ⇒  ＳtageⅢ-2 以上  … 大小・多少などの初期概念を理解し始める 

▼不正答ありの場合 ⇒  ＳtageⅢ-１  … 身のまわりの名詞や動詞が分かる 

 

 

 

「飲むものはどれですか？」 
「書くものはどれですか？」 
「乗るものはどれですか？」 
「切るものはどれですか？」 
「座るものはどれですか？」 
「かぶるものはどれですか？」 

 

 

 

 StageⅢ-1 の場合 
前期/後期をはかる為に…、 
【LDT-R4】を実施 
操作基準を満たさない場合 
⇒ StageⅢ-1 前期  
操作基準を満たした場合 
⇒ StageⅢ-1 後期  
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【ＬＤＴ－Ｒ４ 空間関係】 

 

＜ 方 法 ＞ 

課題１  「犬を取ってください」 

課題２  「ボタンを箱の上に置いてください」 

課題３  「ハサミを積木のそばに置いてください」 

課題４  「箱をボタンの上に置いてください」 

課題５  「積木をハサミのそばに置いてください」 

 

 

《 注 意 》名称を言いながら順に並べる。並べ方は左右どちらからでもよい。 

         （子どもが名称を理解しているか確かめながら並べ、分からない場合は教えておく。） 

         そばでわからない場合は「となり」と聞いてもよい。 

         課題２～５は原則-２として各々２回ずつ実施する。 

         施行のつど、用具を元の位置に戻してから次の課題にすすむようにする。 

 

 

＜操作基準＞▼課題１～３が正答で、かつ課題４又は課題５のどちらかが正答の場合 

⇒  ＳtageⅣ以上  … 基礎的な概念を獲得している 

▼上記の基準を満たさない場合  

⇒  StageⅢ-２  … 大小・多少などの初期概念を理解し始める 

         

 

 

口頭での質問で２つのものを頭に浮かべ、大小比較ができるか否かをみて、下位段階（分類）前期・後期にわける 

 

 

＜ 評 価 ＞質問例 

          

 

 

 

▼０～３問 正答の場合 

           ⇒ ＳｔａｇｅⅢ-２ 前期  

         ▼４問～  正答の場合 
           ⇒ ＳｔａｇｅⅢ-２ 後期  
 

ハサミ    箱   犬のミニチュア  ボタン   積木 

 

「椅子と鉛筆、どっちが大きい？」     「みかんと帽子、どっちが大きい？」 

「車とコップ、どっちが小さい？」      「冷蔵庫と家、どっちが大きい？」 

「三輪車と飛行機、どっちが小さい？」  「りんごと TV、どっちが小さい？」 
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【ＬＤＴ－Ｒ５ 碁石の保存】 

 

＜ 方 法 ＞碁石を図のように並べて「どちらが多い？」と尋ねる。 

 

課題１  「どちらが多い？」       課題２ 「どちらが多い？」      課題３「どちらが多い？」 

                                                                ⇒「どうして？」 

 

 

 

※黒５、白４で聞く             ※白を１つ加える             ※黒のみ間隔を広げる 

 

 

《 注 意 》碁石は数えると手がかりを与えてしまうので「数えてごらん」というヒントは与えないこと。 

         課題２の回答は「同じ」の他「両方」「どちらでも」「黒と白」でも正答。 

 

 

＜操作基準＞▼全てが正答でない場合  

⇒  StageⅣ   

         ▼課題１～３のどれかに誤答の場合 

           ⇒  StageⅣ-前期   

 

 

【ＬＤＴ－Ｒ６ 碁石の包含】 

 

＜ 方 法 ＞碁石を図のように並べて「黒の碁石の数と碁石全部とではどちらが多い？」と尋ねる。 

 

 

 

 

《 注 意 》碁石の周りを手でなぞるなどの動作は手がかりを与えてしまうので行わないこと。 

 

 

 

＜操作基準＞▼正答の場合 ⇒  ＳtageⅤ以上   … 見かけに左右されず言語のみで考えられる 

▼課題４のみ誤答の場合  ⇒  ＳtageⅣ-後期   



５  各ステージの状態像と療育目標一覧 

 ＳｔａｇｅⅠ ＳｔａｇｅⅡ ＳｔａｇｅⅢ－１ ＳｔａｇｅⅢ－２ ＳｔａｇｅⅣ 

相当発達年齢 ～１歳半くらい １歳半～２歳くらい ２歳半くらい ３歳～４，５歳くらい ４，５歳～７，８歳くらい 

言語理解 状況に応じた理解のみ 身近な名詞 身近な名詞/動詞 形容詞、２～３語文 助詞や接続詞等がある程度わかる 

言語表出 ない or エコラリア 単語、エコラリア（表出が無い場合も有） 単語、２語文程度(会話は不成立) ２～３語文程度（助詞は不確実） 助詞を使用できる、２往復の会話可  

対人関係 孤立していることが多い ・孤立 

・慣れた人との簡単なやりとり 

・孤立 

・慣れた人 

・慣れた人 

・興味に基づく一方的な関わり 

・慣れた人 

・興味に基づく一方的な関わり 

生活習慣 多くの直接的な介助を要する 直接的な介助、一部介助を要する 基本的な身辺処理スキルは概ね獲得  基本的な身辺処理スキルは獲得 基本的な身辺スキルの獲得 

集団参加 ・参加不可 

・介助を受けて一部参加 

・参加不可 

・介助を受けて一部参加 

・慣れた集団では概ね参加 

・周囲を見て動くことができる 

・慣れた集団では概ね参加 

・周囲を見て動くことができる 

・関心のある活動を行う 

・一般的な集団参加可 

行動特徴 ・生活リズムの乱れによる情緒

不安定 

・自傷 

・感覚刺激的行動/常同行動 

・物/場所等へのこだわり 

・生活リズムの乱れによる情緒不

安定 

・常同行動 

・自傷/他傷 

・物/手順等へのこだわり 

・常同行動 

・自傷/他傷 

・他者の気を引く行為 

・遅延エコラリー 

・物/日課等へのこだわり 

・常同行動 

・自傷/他傷 

・日課、予定、一方的な質問癖 

・遅延エコラリー 

・他者の行動を気にして悩む 

・精神医学的な症状を示す可能

性がある 

療育目標 ・人や物への認識を高める 

・絵、写真、言葉等の理解を促

す 

・他者からの働きかけに慣れ、

要求を他者に伝える 

・基本的な身辺処理スキルの

獲得 

・集団活動への参加 

・絵、写真、言語等の理解を確実

なものにする 

・獲得した要求手段を有効に使え

るようにする 

・身辺処理に個々のスキルを獲得

し習慣づける 

・色/形仲間等のものの特徴を

表す言葉の理解を促す 

・絵や言葉をコミュニケーション

に活かす 

・慣れた場面での自発的行動 

・動作模倣 

・言葉でのやり取り 

・経験の言語化 

・自発的な行動 

・適応行動を積極的に学ぶ 

・経験を言語化する 

・因果関係等を言語を操作して

考える 

・社会的マナーを知り、様々な適

応行動を獲得する 

・自己コントロール力をつける 

学習課題 ・追視 

・手と目の協応動作 

・弁別/分別動作模倣 

・名詞理解            等 

・StageⅠの課題 

・名詞/動詞の理解 

 

・名詞/動詞/物の特徴を表す言

葉等の語彙を増やす 

・図/見本による構成 

・仲間集め 

・類推 

・列挙 

・共通点抽出 

・数量概念 

・定義 

・ソーシャルスキル 

・受け身 

・共通点/差異点 
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LDT－R 評価記録表 

NO．              氏名：           

検査日    年  月  日 

生年月日    年  月  日  年齢  才  カ月 

 
項目 結果 備考 

１ 

名
称 

猫はどれですか？   

ボールはどれですか？   

時計はどれですか？   

靴はどれですか？   

りんごはどれですか？   

自動車はどれですか？   

２ 

用
途 

飲むものはどれですか？   

書くものはどれですか？   

乗るものはどれですか？   

切るものはどれですか？   

座るものはどれですか？   

かぶるものはどれですか？   

３ 

大
小
比 

（最小を隠し）どちらが大きい？   

（最大を隠し）どちらが大きい？   

（最大を隠し）どちらが小さい？   

（最小を隠し）どちらが小さい？   

４ 

空
間
関
係 

① 犬をとってください   

② ボタンを箱の上に置いてください    

③ ハサミを積み木のそばに置いてください    

④ 箱をボタンの上に置いてください    

⑤ 積み木をハサミのそばに置いてください    

※参考 ⑥ボタンを箱の中に入れてください    

５ 

数
の
保
存 

●●●●● 
〇〇〇〇 

  

●●●●● 

〇〇〇〇〇 

  

● ● ● ● ● 

〇〇〇〇〇 

  

※参考 理由を聞く   

６ 

包
含 

●●●●●●●● 

〇〇〇〇 

黒の碁石の数と碁石全部の数とでは、 
どっちが多い？ 

  

※参考 理由を聞く   

Ⅲ－２前期・後期（目の前にない物の大小 例） 
４/６で通過 

 １ 椅子と鉛筆―大？      ４ みかんと帽子―大？ 
 ２ 車とコップー小？      ５ 冷蔵庫と家―大？ 

 ３ 三輪車と飛行機―小？    ６ りんごと TV－小？ 

ステージ 

評価者： 
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【参考文献】 

・「太田ステージによる自閉症療育の宝石箱」 永井洋子・太田昌孝 編 

・「認知発達治療の実践マニュアル 自閉症 Stage 別発達課題」 太田昌孝・永井洋子 編著 

・「自閉症治療の到達点 第２版」 太田昌孝・永井洋子・武藤直子 編 

・「発達の気になる子の感覚統合あそび」 川上康則 監修 

 

【参考資料】 

・「平成２７年度 アセスメント研修 認知発達治療（太田 Stage 評価）の活用」 

                                   主催 埼玉県発達障害者支援センター「まほろば」 

・「本特版 太田ステージの手引き」  埼玉県立本庄特別支援学校 


